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1 はじめに
近年，WWW技術の発達により一般の計算機向けの

Webページでは，リアルタイム性，およびインタラク
ティブ性のあるWeb 上での情報発信，情報の共有が
盛んに行われている．携帯電話は，2005年 3月末まで
にインターネット接続サービスが７５１５万契約に達
し，インターネット対応率も８６．４％であり，携帯
電話からのインターネットへのアクセスは既に日常生
活に組み込まれたものとなっている [1]．現在では，各
携帯電話のキャリア向けのWebブラウザが開発販売
により，一般のWebページにアクセス可能になってき
ているが，画面の大きさ，通信の帯域，閲覧可能なメ
ディア，およびスクリプトへの対応の問題があり，一
般の計算機向けのWebページでのリアルタイム性，お
よびインタラクティブ性のあるWeb上での情報発信，
情報の共有は携帯電話上では難しい．そこで，サーバ
でのWebページを動的コンテンツに変換することに
着目し，Webコンテンツの同期を行うことでリアルタ
イム性，およびインタラクティブ性のあるWebコンテ
ンツの配信システムを提案する．

2 既存の同期システム
専用ブラウザの画面にインターネットを経由して情
報が配信されるプッシュ型の配信から，一般のブラウ
ザを使って手軽にアクセスできる他のWebサイトの
サービスが普及しはじめ，現在では Ajaxを用いてオ
ンラインで編集可能なWebページ [2]を実現している．
携帯電話環境でもサーバ側からクライアントに情報
をプッシュするシステムがある．携帯端末でのHTTP
プロトコルを用いた疑似双方向通信によるコンテンツの
同期システムも研究されている [3]．しかし，DoCoMo
の iアプリ用の Java拡張ライブラリを用いた独自クラ
イアントを用いた実装であり，他社の携帯電話に対応
したクライアントではない．また，同期するコンテン
ツも独自のものであり，Webコンテンツを対象にした
ものではない．
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図 1: Webコンテンツの同期実現の概要図

3 Webコンテンツ同期の問題点およびアプ
ローチ

携帯電話における同期システムの構築では次に挙げ
る主な３つの問題がある．
第１に，HTMLから余分な仕様を除いたサブセット

として定義されたCHTMLというコンテンツ記述言語
を用い，閲覧可能なメディアやスクリプトに対する携
帯電話の対応が遅れている．よって，一般の計算機向
けのWebページをそのまま表示することはできない．
第２に，システムリソースが少なく消費リソースの

削減およびアプリケーションサイズの小型化を行う必
要がある．クライアント方式のシステムの場合は通信
以外にもブラウザの機能を実現する必要があり，クラ
イアントプログラムの容量が大きくなってしまう．
第３に，ネットワークの帯域が少ないため，通信す

るデータ量を削減しなければならない．擬似的な双方
向通信を行なう方法もあるが，携帯電話が個人情報を
凝縮した端末であるという性質上，インターネットへ
のアクセスに関して特に制約がきつく，また双方向通
信実現は通信頻度が上がってしまう問題がある．
本研究では，上記のような携帯電話でのWebコンテ

ンツの同期環境実現での問題について，Webコンテン
ツの同期，通信，および操作などのプログラムを含む
Flashコンテンツを作成することで解決する．Flashの
再生機能は多くの携帯電話で搭載され，通信機能など
を始めから持っている．通信に関しては，サーバでの
スケジュールによるWebコンテンツ作成を行うことで
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図 2: コンテンツの配信例

必要なコンテンツを一度の通信で送り，コンテンツの
更新のための通信の頻度を減らすことを試みる．本研
究のWebコンテンツの同期の概要図を図 1に示す．

4 提案システムの実装および実験
本システムは，サーバとクライアントが同期するよ
うなインタラクティブ性およびリアルタイム性のある
Webコンテンツを携帯電話上で閲覧することを目的と
し，Webページを Flashコンテンツへと変換すること
で携帯電話に配信する．Flashコンテンツへの変換は
Webページの閲覧性を考慮し，画像化およびリンク情
報の付加による Flashコンテンツの自動生成を行う．
本システムでは，ユーザがリクエストしたWebペー
ジに対してWebコンテンツの同期を用いたコンテンツ
の配信を行う．本システムでコンテンツとして扱うの
はバナーである．提案するWebコンテンツの同期手法
を用いることでサーバ側のコンテンツ管理に同期して
携帯電話上でコンテンツの表示が行える．また，ユー
ザがWebコンテンツを長時間閲覧している場合など，
スケジュールで次のコンテンツの配信時間になった場
合は，ユーザの閲覧操作のキーアクションをタイミン
グとして新しいコンテンツを読み込み，Webコンテン
ツに掲載できる．図 2はコンテンツの配信例である．
Webページのコンテンツ変更
本システムではWebページの情報抽出処理を行った
情報に基づきWebページ内にあらかじめ配置されて
いるコンテンツを変更して配信することを可能にする．
掲載者が指定したWebページの指定したコンテンツ
を変更する機能を実装することで，Webページに始め
から配置されているのと同様にコンテンツが掲載でき，
ユーザの閲覧の妨げにならない．
Webコンテンツへのコンテンツの付加
コンテンツをWebコンテンツ上で掲載者によって設
定された動きをさせることが可能である．図 2のコン

テンツの配信例では，コンテンツが指定した時刻に画
面の上部に現れて画面下部へ移動していきながら消え
ていく．掲載されたコンテンツが動的な動きを示すこ
とは，閲覧者に対して閲覧を促すことができる．また，
コンテンツ変換のさいに基となるプログラムを変更す
ることで，コンテンツの表示を任意に変更するなどよ
り閲覧を促す様な配信が可能になる．

図 3: Webコンテンツの容量と処理時間

本システムにおけるにWebコンテンツの容量と処
理時間を図 3に示す．携帯電話付属のブラウザを使用
した場合，画像が多いサイトなどはオリジナルよりも
コンテンツのサイズは小さくなる．本システムでは画
像化を行っているので大きいサイトほど容量が増える．
処理時間はリクエストからWebコンテンツが表示され
るまでの時間である．本システムは容量が大きい場合
に携帯電話の Flashの容量制限のため 100KB単位で
Webコンテンツを作成するので大きなサイトでも１０
秒以内に処理を終えている．ユーザがリクエストして
からWebコンテンツが作成されるまで１０秒かから
ず，容量が 100KBと一定に保たれるので通信時間を加
えても実用に耐えうる動作速度である．
5 まとめ
本稿では，Webページをサーバで動的なコンテンツ

に変換する配信するシステムについて述べた．本シス
テムにより携帯電話環境でのWebコンテンツ同期が可
能になり，リアルタイム性，およびインタラクティブ
性をWebコンテンツに持たせることが可能になった．
今後の課題として，本システムで用いたWebコンテ

ンツ同期の汎用化，およびサーバ付加の分散を行う方
向で検討している．
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